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次世代フラットパネルディスプレイ関連技術を応用した高機能・高効率光学素子の開発

中核機関名
財団法人　21あおもり産業総合支援センター
〒０３９-２２４５  青森県八戸市北インター工業団地１-４-４３
　　　　　　TEL.０１７８-２1-８７２７

事業推進体制
プロジェクトリーダー……若生　一広（（財）21あおもり産業総合支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　液晶先端技術研究センター所長 ）
科学技術コーディネータ…川西　宣男、鹿野   満

参加研究機関（太字は核となる研究機関）
産…東北デバイス（株）、（株）クラーロ、東北化学薬品（株）
学…京都産業大学、東北大学、八戸工業大学、八戸工業高等専門学校、
　　弘前大学
官…(財)21あおもり産業総合支援センター液晶先端技術研究センター
　　地方独立行政法人青森県産業技術センター八戸地域研究所
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本事業のねらい

　青森県では、平成13年1月、むつ小川原・八戸エリアにおいて、液晶をはじめとするFPD関連産業の拠点形成を目指す

「クリスタルバレイ構想」を策定しており、本構想の推進エンジンとして、平成13年から5年間、青森県地域結集型共同

研究事業を実施し、カラーフィルタを用いない新方式（OCBモード・フィールドシーケンシャルカラー方式）による高品

位・低消費電力液晶ディスプレイの開発に成功した。本事業においては、この新方式の液晶ディスプレイの開発により培わ

れた液晶フィルタ技術、物性・光学シミュレーション技術を活用し、新たに白色有機EL素子などの高機能・高効率光学素

子の開発に取り組み、むつ小川原・八戸エリアに集積する企業を中心とした県内FPD関連企業の技術力向上を図ることに

より、県内FPD関連産業を振興し、クリスタルバレイ構想の推進を図るものである。

事業の内容

1. 次世代高機能・高効率有機EL素子の開発

　　量子力学の応用による発光機構の解析、発光影響因子の特定を行い、素子構造を最適化するデバイスシミュレータ及び

　光学シミュレータを構築する。また、高精度な評価手法を確立し、次世代高機能・高効率照明としての有機EL素子を開発

　する。
　

2. 高機能・高効率液晶波長可変フィルタの開発及び画像分光解析手法の開発

　　画像分光解析のニーズに対応し、開発を進めてきた液晶波長可変フィルタについて、透過率向上等による高機能・高効

　率化を図るとともに、液晶波長可変フィルタから得られる分光画像情報を用いた新たなシグナル強度定量化アルゴリズム、

　特徴抽出アルゴリズム等を開発することにより、バーチャルスライド作製システムへの適用など、次世代の統合的な高機

　能画像分光解析システムを構築する。

主な事業成果

1. 次世代高機能・高効率白色有機ＥＬ素子の開発
　　平成21年度は計画に基づき、平成20年度に引き続き目標達成のための環境構築、パラメータ測定を行った。また、
　シミュレータ構築に向け、物性・デバイスパラメータの測定精度をふまえ、それらの各パラメータ精度がシミュレー
　ション結果に対しどのように寄与するかをパラメータ毎に検証し試作サンプルとの比較検証を行った。さらに、高機能・
　高効率有機ＥＬ素子実現に向け、電子/正孔挙動に基づき、新規構成の素子を試作し評価を行った結果、有効性を見出
　し、実現可能性の指針を得た。
　
2. 高機能・高効率液晶波長可変フィルタの開発及び画像分光解析手法の開発
　　平成21年度は計画に基づき、平成20年度の成果をふまえ、引き続き高機能・高効率化を実現する液晶波長可変フィ
　ルタの設計改良・試作・評価を行った結果、更なる特性向上を実現するとともに、量産化において重要となるキャリブ
　レーション手法の自動化、高速化を実現した。またアモルファス・ブルー相の更なる温度範囲拡大を実現するとともに、
　応答時間の高速化、低電圧化を図るための材料設計指針を得て、材料合成に取り組んだ。また液晶波長可変フィルタを
　用いたバーチャルスライド作製システムの試作機の開発・構築を進め、シグナル抽出アルゴリズムを改善し、マルチ
　カラーシグナル解析アルゴリズムの開発を実施し、有効性を実際の標本を用いて確認した。

機能評価システムの構築と地域農産物を活用した高機能食産業クラスターの形成

本事業のねらい

　鶴岡庄内エリアは、慶應義塾大学先端生命科学研究所、山形大学農学部などの地域の大学や公設試験研究機関が優位性を

持つメタボローム解析技術などの最先端のバイオ技術の基盤や地域農産物に関する知見を有効に活用して、柿やラ･フラン

スなどの地域農産物に含まれる機能性成分の有効性について検証・評価する機能評価システムを確立し、農産物生産技術や

機能性成分を最大限に生かした高機能な商品などの開発を連続的に行うことができるクラスターの形成を目指す。

事業の内容

1．研究テーマ1「地域農産物の機能性成分の探索と機能評価システムの構築」
　　地域農産物に含まれる健康機能性成分の探索を行うとともに、食品素材・成分の培養細胞による機能検証と機能発現・
　調節機構解析、遺伝疾患モデル動物による機能検証と作用機構解析、DNAマイクロアレイやメタボローム解析による詳細
　な作用点解析などの結果を有機的に組み合わせ、食品素材・成分の高度利用に必要な科学的エビデンスを精緻にかつ容易
　に取得可能な機能評価システムを構築し、加工食品からの機能性成分の探索と機能開発、同システムの特定保健用食品開
　発ツールなどとしての利用展開を図る。
　　
2．研究テーマ2「農産物の機能性を高める栽培技術の開発と品種育成」
　　参画研究機関が保有するメタボローム解析や機能性評価手法などを活用し、山形の地域農産物の機能性について成分を
　含めて明らかにする。加えて、機能性成分含有量の多少に影響を与える環境要因を明らかにし、当地域で生産可能な栽培
　技術確立や品種の育成を行う。また、その制御による高付加価値生産技術や高機能性発現品種の開発に取り組む。

3．研究テーマ3「機能性を活かした食品加工開発と商品開発」
　　地域農産物を原料として、オルニチン等の機能性成分を高含有する醸造酢の開発や高い機能性を有するパウダーの開発
　など中間素材開発に取り組み、その中間素材を基に参画企業と連携を取りながら商品開発を行う。また、開発素材・成分
　のテーラーメイド食品創製への利用の可能性についても検討し、地域農産物の一層の活用を図る。

中核機関名
財団法人　庄内地域産業振興センター　
〒９９７-００１５  山形県鶴岡市末広町３番１号
　　　　　　 TEL.０２３５-２３-２２００

事業推進体制
事業統括………………佐藤　　智志
研究統括………………大島　美恵子
科学技術コーディネータ……梅津　　　勇、尾形　恵子

参加研究機関（太字は核となる研究機関）
産…日東ベスト（株）、（株）機能性ペプチド研究所、　　　　　　　　　　
　　ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ（株）、（株）ブルボン　他
学…慶應義塾大学先端生命科学研究所、山形大学農学部
官…山形県農業総合研究センター、山形県工業技術センター、
　　山形県庄内総合支庁産地研究室、山形県最上総合支庁産地研究室

主な事業成果

1．研究テーマ1「地域農産物の機能性成分の探索と機能評価システムの構築」
　・庄内柿をサンプルとして機能性成分探索のためのメタボローム解析系やヒト培養細胞などの機
　　能評価手法による機能性成分の評価法を確立した。
　・メタボローム解析技術、遺伝疾患モデル動物やヒト培養細胞による機能検証などを有機的に組
　　み合わせた機能評価システムについて試験的に運用し、庄内柿の生理活性について一定の効果
　　があることが示唆された。

2．研究テーマ2「農産物の機能性を高める栽培技術の開発と品種育成」
　・庄内柿の各種栽培技術による機能性成分含有量の変化についてメタボローム解析を用いて分析
　　し、環状剥皮処理をすることにより機能性成分含有量が増加されることが示唆された。
　・エックス線や重イオンビームを用いてさといもの突然変異誘発処理をし、1,743個体を得た。
　・ふきのとうオリジナル系統の温度条件や光条件による機能性成分含有量の変化について分析す
　　るため、分析用サンプルを確保した。

3．研究テーマ3「機能性を活かした食品加工開発と商品開発」
　・柿酢やラ・フランスパウダーを活用し、清涼飲料水やロールケーキなど18品目を試作した。
　・渋柿である庄内柿の加工上の問題であった渋戻りを防止する技術を確立することができた。
　・ラ・フランスの未熟果に含まれるポリフェノールを活かすとともに、食味を向上させるため未
　　熟果と成熟果をブレンドしたパウダーを試作した。
　・メタボローム解析技術などを用いて山形県農村工業農業協同組合連合会が製造した柿酢に生理
　　活性効果が期待されるオルニチンやGABAなどのアミノ酸が含まれていることを明らかにした。
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ライフサイエンス

●一般型（平成21～23年度）

鶴岡庄内エリア

渋戻り防止柿パウダー
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情報通信

●一般型（平成20～22年度）

むつ小川原・八戸エリア

白色有機EL素子 液晶波長可変フィルタ バーチャルスライド作製システム


